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(54)【発明の名称】 内視鏡及び蛍光診断用システム

(57)【要約】
【課題】  プローブの先端を洗浄可能な内視鏡及び蛍光
診断用システムを、提供する。
【解決手段】  内視鏡１の鉗子チャネルを通じて利用さ
れるプローブＰの先端近傍には、着磁体ＰＭが固定され
ている。このプローブＰの先端面が、内視鏡１の鉗子口
１３の位置に達すると、内視鏡１内に設けられたセンサ
Ｈ１は、これを検知する。なお、この内視鏡１の先端部
における鉗子孔１３の近傍には、洗浄用突起Ｎが、設け
られている。そして、センサＨ１が着磁体ＰＭを検知し
た状態で、洗浄用突起Ｎのノズルから、洗浄用の水が噴
出して、プローブＰの先端面を洗浄する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】先端に開口した挿通孔で終端する挿通チャ
ネルを有する内視鏡であって、
前記挿通孔から挿通体の先端が露出した状態で、この挿
通体に対して洗浄用流体を吹き付ける洗浄部を、備えた
ことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】前記洗浄部は、前記挿通孔へ向けて開口し
たノズルが形成された洗浄用突起と、この洗浄用突起の
ノズルへ洗浄用流体を供給する流体供給機構とを、備え
たことを特徴とする請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】前記挿通体の先端が前記挿通孔の近傍に位
置していることを検出するセンサを、さらに備えたこと
を特徴とする請求項１又は２記載の内視鏡。
【請求項４】複数の第１の光ファイバ及び複数の第２の
光ファイバを有するプローブであって、前記両光ファイ
バがその先端側において複合バンドルとして束ねられ、
前記第１の光ファイバがその基端側において第１の分岐
バンドルとして束ねられ、前記第２の光ファイバがその
基端側において第２の分岐バンドルとして束ねられてな
るプローブと、
先端に開口した挿通孔で終端する挿通チャネルを有する
内視鏡であって、前記プローブの先端が、前記挿通チャ
ネルを引き通されて前記挿通孔から露出した状態で、当
該プローブの先端に対して洗浄用流体を吹き付ける洗浄
部を備えた内視鏡と、
前記プローブの第１の光ファイバにその基端面から、生
体の自家蛍光を励起する励起光を入射させる励起光源部
と、
生体からの光が、前記第２の光ファイバの先端面から入
射して、その基端面から検出光として射出された場合
に、この検出光を取得して分析する分析部とを備えたこ
とを特徴とする蛍光診断用システム。
【請求項５】前記洗浄部は、前記挿通孔へ向けて開口し
たノズルが形成された洗浄用突起と、この洗浄用突起の
ノズルへ洗浄用流体を供給する流体供給機構とを、備え
たことを特徴とする請求項４記載の蛍光診断用システ
ム。
【請求項６】前記プローブの先端が前記挿通孔の近傍に
位置していることを検出するセンサを、さらに備えたこ
とを特徴とする請求項４又は５記載の蛍光診断用システ
ム。
【請求項７】前記プローブは、その先端近傍の所定の位
置に設けられた着磁体を、有し、
前記センサは、前記プローブの先端が前記挿通孔の近傍
に位置した場合に、前記着磁体を検出する磁気センサで
あることを特徴とする請求項６記載の蛍光診断用システ
ム。
【請求項８】前記センサが、前記プローブの先端が前記
挿通孔の近傍に位置していることを検出した場合に、前
記プローブが洗浄可能であることを術者に通知する通知
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部と、
術者からの洗浄指示がなされた場合に、前記洗浄部を制
御して前記洗浄用流体を噴出させる制御部とを、さらに
備えたことを特徴とする請求項６又は７記載の蛍光診断
用システム。
【請求項９】前記センサが、前記プローブの先端が前記
挿通孔の近傍に位置していることを検出した場合に、前
記洗浄部を制御して前記洗浄用流体を噴出させる制御部
を、さらに備えたことを特徴とする請求項６又は７記載
の蛍光診断用システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、生体内を観察する
内視鏡，及び，生体から発せられる自家蛍光に基づき、
術者による診断用の情報を取得する蛍光診断用システム
に、関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、生体組織に対して紫外光（励起
光）が照射されると、この生体組織は励起されて蛍光
（自家蛍光）を発することが、知られている。さらに、
腫瘍等の病変が生じた生体組織が発する自家蛍光は、正
常な生体組織が発する蛍光とは異なる性質を有すること
が、知られている。特に、病変が生じた組織からの自家
蛍光における緑色帯域の成分の強度は、正常な組織から
のものよりも小さくなっている。但し、病変が生じた組
織からの自家蛍光における赤色帯域の成分の強度は、正
常な組織からのものと、同程度である。従って、病変が
生じた組織からの自家蛍光の緑色帯域の強度と赤色帯域
の強度との比は、正常な組織のものよりも小さくなって
いる。
【０００３】そこで、診断のために有用な情報として、
自家蛍光の緑色帯域の強度と赤色帯域の強度との比を取
得し、術者に提供する蛍光診断用システムが、開発され
てきている。
【０００４】この蛍光診断用システムは、励起光を生体
へ照射するとともに生体からの光を導くプローブを備え
ている。このプローブは、励起光を導く多数の照射用光
ファイバと、蛍光を導く多数の検出用光ファイバとが、
束ねられて構成されている。具体的には、両光ファイバ
は、その先端側では複合バンドルとして束ねられてお
り、基端側では、照射用光ファイバのみの照射用バンド
ルと、検出用光ファイバのみの検出用バンドルとして、
個別に束ねられている。さらに、この蛍光診断用システ
ムは、照射用バンドルにその基端面から励起光を入射さ
せる励起光源部と、検出用バンドルの基端側に接続され
るとともに生体からの光を検出する検出部とを、備えて
いる。
【０００５】通常、このプローブは、その先端側が内視
鏡の鉗子チャネル内へ引き通されて、使用される。即
ち、術者は、内視鏡の先端からプローブを突出させた状
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態で、この内視鏡の先端を被検体に対向させる。そし
て、術者は、プローブの先端を、被検体に当接させる。
【０００６】この状態において、照射用バンドルに導か
れた励起光は、複合バンドルを経て、プローブの先端か
ら被検体へ射出される。すると、被検体は、励起光に照
射されて、自家蛍光を発する。このため、この自家蛍光
が、被検体表面で反射された励起光とともに、プローブ
にその先端から入射する。このプローブの複合バンドル
における各検出用光ファイバに入射した光（検出光）
は、検出用バンドルの基端面から射出されて、検出部に
よって検出される。
【０００７】そして、この検出光の緑色帯域の強度と赤
色帯域の強度との比が、キャラクタやグラフとしてモニ
タに表示される。なお、この強度の比は、内視鏡により
取得された被検体のカラー画像とともに、モニタに表示
される。術者は、強度の比が大きければ、当該被検体が
正常であると判断し、強度の比が小さければ、当該被検
体に病変が生じていると判断する。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記プ
ローブは、その先端を被検体に当接させた状態で使用さ
れるため、その先端に、生体組織由来の物質が付着する
おそれがある。このプローブの先端に物質が付着する
と、励起光の照射及び検出光の入射に、支障をきたすお
それがある。
【０００９】そこで、内視鏡の先端から突出させて用い
られるプローブ等の挿通体を洗浄することが可能な内視
鏡，及びこの内視鏡を備えた蛍光診断用システムを提供
することを、本発明の課題とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明は、上記課題を解
決するために、以下のような構成を採用した。
【００１１】即ち、本発明の内視鏡は、先端に開口した
挿通孔で終端する挿通チャネルを有する内視鏡であっ
て、前記挿通孔から挿通体の先端が露出した状態で、こ
の挿通体に対して洗浄用流体を吹き付ける洗浄部を、備
えたことを特徴とする。
【００１２】このように構成されると、挿通チャネルに
挿通された状態で利用される挿通体は、洗浄部により洗
浄用流体を吹き付けられることにより洗浄され、清浄な
状態を保つことができる。なお、洗浄用流体は、液体で
あってもよく、気体であってもよい。また、内視鏡は、
ファイバスコープであってもよく、電子内視鏡であって
もよい。
【００１３】上記の挿通体は、複数の第１の光ファイバ
及び複数の第２の光ファイバを有するプローブであって
もよい。このプローブは、前記両光ファイバがその先端
側において複合バンドルとして束ねられ、前記第１の光
ファイバがその基端側において第１の分岐バンドルとし
て束ねられ、前記第２の光ファイバがその基端側におい
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て第２の分岐バンドルとして束ねられてなる。さらに、
上記の内視鏡は、このプローブの第１の光ファイバにそ
の基端面から、生体の自家蛍光を励起する励起光を入射
させる励起光源部と、生体からの光が、前記第２の光フ
ァイバの先端面から入射して、その基端面から検出光と
して射出された場合に、この検出光を取得して分析する
分析部とともに、蛍光診断用システムとして利用されて
もよい。
【００１４】このように構成されると、プローブの先端
に異物が付着したとしても、このプローブの先端は、洗
浄部に洗浄されることにより、清浄な状態となる。従っ
て、プローブを介しての励起光の射出及び生体からの光
の入射は、分析に適した所望の状態でなされる。なお、
プローブの先端が洗浄可能な位置にあることが、術者に
対して映像又は音声により通知されてもよい。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、図面に基づいて本発明の一
実施形態を説明する。図１は、本実施形態の蛍光診断用
システムを模式的に示す概略構成図である。この蛍光診
断用システムは、電子内視鏡１，光源プロセッサ装置
２，プローブＰ，診断用補助装置３，及びモニタ４を、
備えている。
【００１６】＜電子内視鏡＞まず、電子内視鏡（以下、
内視鏡と略記）１について、説明する。この内視鏡１
は、生体内に挿入される可撓管状の挿入部を、有してい
る。但し、図１には、この内視鏡１の詳細な形状は、図
示されていない。この挿入部の先端には湾曲部が組み込
まれており、この湾曲部の先端には、硬質部材製の先端
部が固定されている。また、挿入部の基端には操作部が
連結されている。この操作部には、湾曲部を湾曲操作す
るためのダイヤル及び各種操作スイッチが、設けられて
いる。
【００１７】この内視鏡１の先端部には、少なくとも３
つの貫通孔が穿たれており、そのうちの一対の貫通孔
は、配光レンズ１１及び対物レンズ１２が夫々填め込ま
れることにより、封止されている。他の１つの貫通孔
は、鉗子孔１３として利用される。具体的には、この鉗
子孔１３と操作部に開けられた開口（基端側の鉗子孔１
４）とを結ぶ細管が、内視鏡１内を引き通されており、
この細管が鉗子チャネルとして利用される。この鉗子チ
ャネルは、挿通チャネルに相当し、先端側の鉗子孔１３
は、挿通孔に相当する。
【００１８】なお、内視鏡１の先端部における鉗子孔１
３近傍には、プローブＰの洗浄に用いられる洗浄用突起
Ｎが固定されている。また、内視鏡１は、このプローブ
Ｐの位置を検出するためのセンサＨ１を、有している。
これら洗浄用突起Ｎ及びセンサＨ１については、図５を
参照して後述する。
【００１９】さらに、内視鏡１は、ライトガイド１５
を、有している。このライトガイド１５は、光ファイバ
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が多数束ねられてなるファイババンドルである。そし
て、このライトガイド１５は、その先端面が配光レンズ
１１に対向した状態で、内視鏡１内を引き通され、その
基端が、光源プロセッサ装置２内に引き通されている。
【００２０】さらに、内視鏡１は、ＣＣＤエリアセンサ
である撮像素子１６を、有している。この撮像素子１６
の撮像面は、内視鏡１の先端部が被検体に対向配置され
たときに対物レンズ１２が当該被検体像を結ぶ位置の近
傍に、配置されている。そして、撮像素子１６は、被検
体像に基づく画像データを取得して、信号線１７へ出力
する。なお、対物レンズ１２及び撮像素子１６間の光路
中に、紫外光を遮断して可視光を透過させる励起光カッ
トフィルタが、挿入されていてもよい。
【００２１】＜光源プロセッサ装置＞次に、光源プロセ
ッサ装置２について説明する。この光源プロセッサ装置
２は、互いに接続されたシステムコントローラ２１及び
タイミングジェネレータ２２を、備えている。システム
コントローラ２１は、光源プロセッサ装置２全体を制御
するコントローラである。このシステムコントローラ２
１は、制御部及び通知部に相当する。タイミングジェネ
レータ２２は、各種基準信号を生成する回路であり、光
源プロセッサ装置２における各種処理は、この基準信号
に従って進行する。
【００２２】なお、システムコントローラ２１には、ス
イッチＳＷが接続されている。このスイッチＳＷは、フ
ットスイッチであってもよく、光源プロセッサ装置２の
フロントパネルに設けられたフロントパネルスイッチ，
又は内視鏡１の操作部に設けられた操作スイッチであっ
てもよい。そして、術者は、このスイッチＳＷを操作す
ることにより、プローブＰの洗浄に関する指示（洗浄指
示）を、システムコントローラ２１に与えることができ
る。
【００２３】さらに、光源プロセッサ装置２は、白色光
源２３，及び集光レンズ２４を、備えている。白色光源
２３は、白色光を平行光として射出する。集光レンズ２
４は、白色光源２３により射出された白色光の光路上に
配置されており、この白色光をライトガイド１５の基端
面上に収束させる。
【００２４】これら集光レンズ２４及びライトガイド１
５間の光路上には、ホイール２５が、挿入されている。
このホイール２５は、円板状の外形を有し、その外周に
沿ったリング状の領域に３つの開口が設けられている。
これら各開口には、入射した光のうちの青色帯域のみを
透過させるＢフィルタ，緑色帯域のみを透過させるＧフ
ィルタ，及び赤色帯域のみを透過させるＲフィルタが、
夫々嵌め込まれている。
【００２５】このホイール２５の中心は、モータ２５Ｍ
の出力軸に対して固定されている。このモータ２５Ｍ
は、タイミングジェネレータ２２に接続されている。そ
して、モータ２５Ｍは、タイミングジェネレータ２２か
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らの基準信号に従って、ホイール２５のＢフィルタ，Ｇ
フィルタ，及びＲフィルタを、集光レンズ２４及びライ
トガイド１５間の光路中に、順次、繰り返して挿入させ
るように、当該ホイール２５を回転させる。
【００２６】すると、ライトガイド１５の基端面には、
青色光（Ｂ光），緑色光（Ｇ光），及び赤色光（Ｒ光）
が、順次繰り返して入射する。入射したＢ光，Ｇ光，及
びＲ光は、ライトガイド１５に導かれ、配光レンズ１１
により拡散されて、内視鏡１の先端に対向した被検体を
照射する。すると、撮像素子１６の撮像面には、被検体
のＢ光による像，Ｇ光による像，及びＲ光による像が、
順次形成される。そして、この撮像素子１６は、被検体
のＢ光による像，Ｇ光による像，及びＲ光による像を、
Ｂ画像信号，Ｇ画像信号，及びＲ画像信号に夫々変換
し、信号線１７へ順次出力する。
【００２７】さらに、光源プロセッサ装置２は、タイミ
ングジェネレータ２２に夫々接続された１つの前段処理
部２６，３つのメモリ２７Ｒ，２７Ｇ，２７Ｂ，及び３
つの後段処理部２８Ｒ，２８Ｇ，２８Ｂを、備えてい
る。
【００２８】前段処理部２６は、信号線１７に接続さ
れ、撮像素子１６から出力されたＢ画像信号，Ｇ画像信
号，及びＲ画像信号を順次取得して保持し、信号処理及
びＡ／Ｄ変換することにより、Ｂ画像データ，Ｇ画像デ
ータ，及びＲ画像データを、順次出力する。この前段処
理部２６には、各メモリ２７Ｂ，２７Ｇ，２７Ｒが、夫
々接続されている。そして、前段処理部２６から出力さ
れたＢ画像データ，Ｇ画像データ，及びＲ画像データ
は、各メモリ２７Ｂ，２７Ｇ，２７Ｒに、夫々格納され
る。
【００２９】これら各メモリ２７Ｒ，２７Ｇ，２７Ｂに
は、各後段処理部２８Ｒ，２８Ｇ，２８Ｂが、夫々接続
されている。そして、各後段処理部２８Ｒ，２８Ｇ，２
８Ｂは、夫々、各メモリ２７Ｒ，２７Ｇ，２７Ｂに格納
されたＲ画像データ，Ｇ画像データ，及びＢ画像データ
を読み出して、信号処理及びＤ／Ａ変換することによ
り、Ｒ画像信号，Ｇ画像信号，及びＢ画像信号を、出力
する。出力されたＲ画像信号，Ｇ画像信号，及びＢ画像
信号は、タイミングジェネレータ２２から出力された同
期信号（Ｓｙｎｃ）とともに、一組の映像信号として、
図示せぬ映像出力端子へ出力される。
【００３０】モニタ４は、この映像出力端子に接続され
ており、出力された映像信号を取得して、画面表示す
る。即ち、モニタ４には、被検体のカラー映像が表示さ
れる。なお、システムコントローラ２１は、各後段処理
部２８Ｒ，２８Ｇ，２８Ｂに夫々接続されており、後述
の如く診断用補助装置３から出力された診断用情報を、
映像信号に含ませる。このため、モニタ４には、診断用
情報がスーパーインポーズされた状態の動画が、表示さ
れる。この診断用情報については、図６を参照して後述
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7
する。
【００３１】さらに、光源プロセッサ装置２は、内視鏡
１のセンサＨ１と信号線Ｈ２を介して接続されたセンサ
信号処理部Ｈ３を、備えている。このセンサ信号処理部
Ｈ３は、システムコントローラ２１に接続されており、
センサＨ１から出力された信号を増幅した後、ノイズの
成分を除去して、システムコントローラ２１へ出力す
る。
【００３２】さらに、光源プロセッサ装置２は、ボトル
Ｗ１，並びに，システムコントローラ２１と夫々接続さ
れたポンプＷ２及びバルブＷ３を、備えている。ボトル
Ｗ１には、プローブＰの先端を洗浄するための洗浄用流
体として用いられる水が、蓄えられている。ポンプＷ２
は、管路を介してボトルＷ１と連通されており、このボ
トルＷ１内の水を吸引するとともに、加圧して排出す
る。バルブＷ３は、管路を介してポンプＷ２と連通され
ている。さらに、バルブＷ３は、パイプＷＰの基端側に
連通されている。このパイプＷＰは、内視鏡１内を引き
通されて配管されており、その先端は、洗浄用突起Ｎに
達している。
【００３３】そして、バルブＷ３は、システムコントロ
ーラ２１の制御に従って、ポンプＷ２により加圧された
水をパイプＷＰへ送出する開放状態，又は，送出しない
閉鎖状態のいずれかの状態に、設定される。なお、初期
状態において、バルブＷ３は、閉鎖状態に設定されてい
る。上記のボトルＷ１，ポンプＷ２，バルブＷ３，及び
パイプＷＰは、流体供給機構に相当し、該流体供給機構
は、ノズルＮとともに、洗浄部を構成している。
【００３４】＜プローブ＞次に、プローブＰについて説
明する。図２は、プローブＰの構成を示す模式図であ
る。このプローブＰは、生体組織を励起して自家蛍光を
放出させるための励起光を導く第１の光ファイバＦ１，
及び，生体組織からの光を導くための第２の光ファイバ
Ｆ２を、いずれも多数備えている。そして、両光ファイ
バＦ１，Ｆ２はその先端から過半の領域において、複合
バンドルとして束ねられている。この複合バンドル及び
それを被覆するチューブが、複合部Ｐ０を構成してい
る。
【００３５】図３は、複合部Ｐ０の横断面図である。チ
ューブＴは、可撓性を有する細管状の部材であり、内視
鏡１の鉗子チャネルに挿通可能な外径を、有している。
そして、このチューブＴ内に、両光ファイバＦ１，Ｆ２
が充填されている。具体的には、チューブＴの中心軸周
辺の領域に、第２の光ファイバＦ２が充填され、その外
側に第１の光ファイバＦ１が充填されている。
【００３６】図２に示されるように、第１の光ファイバ
Ｆ１は、その基端側において、第１の分岐バンドルとし
て束ねられている。この第１の分岐バンドルは、可撓性
を有する管状部材である第１の分岐チューブ（図示せ
ず）に被覆されている。これら第１の分岐バンドル及び
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第１の分岐チューブが、第１の分岐部Ｐ１を構成してい
る。
【００３７】同様に、第２の光ファイバＦ２は、その基
端側において、第２の分岐バンドルとして束ねられてい
る。この第２の分岐バンドルは、可撓性を有する管状部
材である第２の分岐チューブ（図示せず）に被覆されて
いる。これら第２の分岐バンドル及び第２の分岐チュー
ブが、第２の分岐部Ｐ２を構成している。
【００３８】そして、このプローブＰは、その複合部Ｐ
０が鉗子チャネルに挿通されるとともに、その先端が鉗
子孔１３から突出した状態で、使用される。なお、この
プローブＰにおける両分岐部Ｐ１，Ｐ２の基端側は、夫
々、診断用補助装置３内に引き通されている。
【００３９】このプローブＰにおける複合部Ｐ０の先端
近傍には、着磁体ＰＭが、固定されている。この着磁体
ＰＭは、例えば、着磁された金属薄板が、複合部Ｐ０に
巻き付けられた状態で固定されたものである。そして、
この着磁体ＰＭは、図５を参照して後述するように、プ
ローブＰの内視鏡１に対する位置を検出するために、用
いられる。
【００４０】＜診断用補助装置＞次に、図４を参照し
て、診断用補助装置３について説明する。この診断用補
助装置３は、励起光源３１，及び励起光用の集光レンズ
Ｌ１を、備えている。励起光源３１は、生体を励起して
自家蛍光を放出させるための所定帯域の紫外光（励起
光）を、平行光として射出する。集光レンズＬ１は、励
起光源３１から射出された励起光の光路上に配置されて
おり、この励起光を、第１の分岐部Ｐ１における分岐バ
ンドルの基端面上に収束させる。収束した励起光は、第
１の分岐部Ｐ１における各光ファイバＦ１内に入射す
る。入射した励起光は、これら各光ファイバＦ１に導か
れて、複合部Ｐ０の先端面から射出される。
【００４１】この複合部Ｐ０の先端面が、生体組織等の
被検体に対向した状態において、この被検体は、複合部
Ｐ０の先端面から射出された励起光を照射される。する
と、被検体は励起されて、自家蛍光を発する。なお、励
起光の一部は、被検体表面で反射される。このため、反
射された励起光及び発せられた自家蛍光の一部が、複合
部Ｐ０の先端面へ向かう。そして、これら励起光及び自
家蛍光のうち、第２の光ファイバＦ２に入射したもの
は、これら第２の光ファイバＦ２に導かれて、第２の分
岐バンドルの基端面から射出される。
【００４２】さらに、診断用補助装置３は、コリメータ
レンズＬ２，励起光カットフィルタ３２，ビームスプリ
ッタ３３，ミラー３４，バンドパスフィルタ３５ａ，３
５ｂ，及び検出器Ｄａ，Ｄｂを、備えている。
【００４３】コリメータレンズＬ２は、第２の分岐部Ｐ
２における分岐バンドルの基端面から射出された光（検
出光）の光路上に配置されており、この検出光を平行光
に変換する。このコリメータレンズＬ２から射出された
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平行光の光路上には、励起光カットフィルタ３２及びビ
ームスプリッタ３３が、順に配置されている。励起光カ
ットフィルタ３２は、入射した検出光のうちの励起光の
成分を遮断するとともに自家蛍光の成分を透過させる。
従って、励起光カットフィルタ３２からは、自家蛍光の
みが射出される。そして、ビームスプリッタ３３は、こ
の自家蛍光の一部を透過させるとともに一部を反射させ
る。
【００４４】ビームスプリッタ３３を透過した自家蛍光
は、ミラー３４により反射される。反射された自家蛍光
の光路上には、第１のフィルタ３５ａ，及び第１の検出
器Ｄａが、順に配置されている。第１のフィルタ３５ａ
は、入射した光のうちの緑色帯域（第１の波長帯域）の
成分のみを透過させるとともに他の成分を遮断する。従
って、入射した自家蛍光のうち、緑色帯域の成分のみが
抽出される。そして、第１の検出器Ｄａは、抽出された
緑色帯域の成分の強度を示す電気信号を出力する。
【００４５】一方、ビームスプリッタ３３により反射さ
れた自家蛍光の光路上には、第２のフィルタ３５ｂ，及
び第２の検出器Ｄｂが、順に配置されている。第２のフ
ィルタ３５ｂは、入射した光のうちの赤色帯域（第２の
波長帯域）の成分のみを透過させるとともに他の成分を
遮断する。従って、入射した自家蛍光のうち、赤色帯域
の成分のみが抽出される。そして、第２の検出器Ｄｂ
は、抽出された赤色帯域の成分の強度を示す電気信号を
出力する。
【００４６】さらに、診断用補助装置３は、増幅器３６
ａ，３６ｂ，フィルタ回路３７ａ，３７ｂ，Ａ／Ｄ変換
器３８ａ，３８ｂ，及び演算器３９を、備えている。第
１の増幅器３６ａは、第１の検出器Ｄａに接続されてお
り、該検出器Ｄａから出力された信号を、所定の増幅率
で増幅して出力する。第１のフィルタ回路３７ａは、第
１の増幅器３６ａに接続されており、該増幅器３６ａか
ら出力された信号を取得し、ノイズの成分を除去して出
力する。第１のＡ／Ｄ変換器３８ａは、第１のフィルタ
回路３７ａに接続されており、該フィルタ回路３７ａか
ら出力されたアナログ信号を、デジタル信号に変換し
て、第１の強度データとして出力する。この第１の強度
データは、自家蛍光における緑色帯域の強度を示すデー
タである。
【００４７】一方、第２の増幅器３６ｂは、第２の検出
器Ｄｂに接続されており、該検出器Ｄｂから出力された
信号を、所定の増幅率で増幅して出力する。第２のフィ
ルタ回路３７ｂは、第２の増幅器３６ｂに接続されてお
り、該増幅器３６ｂから出力された信号を取得し、ノイ
ズの成分を除去して出力する。第２のＡ／Ｄ変換器３８
ｂは、第２のフィルタ回路３７ｂに接続されており、該
フィルタ回路３７ｂから出力されたアナログ信号を、デ
ジタル信号に変換して、第２の強度データとして出力す
る。この第２の強度データは、自家蛍光における赤色帯
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域の強度を示すデータである。
【００４８】演算器３９は、両Ａ／Ｄ変換器３８ａ，３
８ｂに夫々接続されており、これらＡ／Ｄ変換器３８
ａ，３８ｂから夫々出力された第１の強度データ及び第
２の強度データの比を算出して、強度比データとして出
力する。なお、この演算器３９は、光源プロセッサ装置
２のシステムコントローラ２１に接続されている。そし
て、システムコントローラ２１は、演算器３９から出力
された強度比データを、取得する。
【００４９】なお、診断用補助装置３のコリメータレン
ズＬ２，励起光カットフィルタ３２，ビームスプリッタ
３３，ミラー３４，両バンドパスフィルタ３５ａ，３５
ｂ，両検出器Ｄａ，Ｄｂ，両増幅器３６ａ，３６ｂ，両
フィルタ回路３７ａ，３７ｂ，両Ａ／Ｄ変換器３８ａ，
３８ｂ，及び演算器３９は、分析部に相当する。また、
励起光源３１及び集光レンズＬ１は、励起光源部に相当
する。
【００５０】＜内視鏡先端付近の構成＞以下、図５を参
照して、内視鏡１の先端付近の構成について、詳述す
る。この図５に示されるように、洗浄用突起Ｎは、内視
鏡１の先端部における鉗子孔１３の近傍に突出形成され
ている。この洗浄用突起Ｎは、パイプＷＰの先端を略盲
管状に終端させている。但し、洗浄用突起Ｎには、鉗子
孔１３へ向けて開口したノズルが開けられている。
【００５１】センサＨ１は、例えば、ホール素子を有す
る磁気センサである。このセンサＨ１は、鉗子チャネル
の先端付近において、該鉗子チャネルを構成する細管に
対して外側から接した状態で、固定されている。具体的
には、このセンサＨ１は、鉗子チャネルに挿通されたプ
ローブＰの先端面が、鉗子孔１３と一致した位置へ移動
した状態で、プローブＰの着磁体ＰＭに対して近接する
位置に、固定されている。
【００５２】図５に示されたように、プローブＰの先端
面が鉗子孔１３と一致すると、センサＨ１は、着磁体Ｐ
Ｍを検出したことを示す信号を、出力する。すると、図
１に示されたセンサ信号処理部Ｈ３は、信号線Ｈ２を介
してこの信号を受信し、増幅及びノイズ除去した後に、
システムコントローラ２１へ送信する。従って、システ
ムコントローラ２１は、プローブＰの先端面が鉗子孔１
３と一致しているか否かを、認識することができる。
【００５３】なお、上記のように、センサＨ１は、磁気
センサであることが好ましい。磁気センサは、プローブ
Ｐに水や生体組織由来の物質等が付着したとしても、着
磁体ＰＭを検出することにより当該プローブＰの位置を
検出可能であるためである。
【００５４】＜実施形態の動作＞上記構成の蛍光診断用
システムを利用して、術者は、生体内を観察することが
できる。具体的には、術者は、内視鏡１の挿入部を生体
内に挿入し、その先端を生体内の所望の部位に対向させ
る。すると、モニタ４には、図６に示されるように、被
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検体のカラー映像４０が表示される。そして、術者は、
このカラー映像４０を見ながら、内視鏡１の先端を移動
させてゆくことにより、生体内を観察することができ
る。
【００５５】この観察を通じて、病変が生じた疑いのあ
る組織が発見された場合に、診断用補助装置３を用いた
診断がなされる。具体的には、術者は、プローブＰの先
端を、鉗子チャネルに挿通して、鉗子孔１３から突出さ
せる。さらに、術者は、病変が生じた疑いのある組織に
対して、プローブＰの先端を当接させる。すると、当該
組織は、プローブＰの先端から射出された励起光により
励起されて、自家蛍光を発する。
【００５６】この自家蛍光及び励起光の一部が、検出光
としてプローブＰに入射し、診断用補助装置３は、この
検出光から自家蛍光を抽出して分析する。分析の結果、
診断用補助装置３の演算器３９から、強度比データ３９
が出力される。そして、光源プロセッサ装置２のシステ
ムコントローラ２１は、出力された強度比データを取得
し、該強度比データが示す値を百分率で示したキャラク
タデータを作成するとともに、この強度比データを表す
グラフ（イメージデータ）を作成する。これらキャラク
タデータ及びグラフは、診断用情報と総称される。
【００５７】そして、システムコントローラ２１は、図
１に示された各後段信号処理部２８Ｒ，２８Ｇ，２８Ｂ
を制御して、各メモリ２７Ｒ，２７Ｇ，２７Ｂから読み
出された画像データに診断用情報を含めた画像データ
を、出力させる。すると、図６に示されるように、モニ
タ４には、自家蛍光の緑色帯域と赤色帯域との強度比を
示すキャラクタデータ４１及びグラフ４２が、夫々表示
される。この図６に示された例では、自家蛍光の緑色帯
域と赤色帯域との強度比は、百分率で「５０％」と表示
されている。術者は、これらキャラクタデータ４１及び
グラフ４２を参照して、当該組織に実際に病変が生じて
いるのか否かを、診断する。
【００５８】そして、術者は、この組織に対する診断
後、他の部位に対する診断を行う前に、プローブＰの先
端を洗浄する。具体的には、術者は、プローブＰを、内
視鏡１に対して基端側へ移動させることにより、徐々に
引き抜いてゆく。すると、内視鏡１の先端から突出して
いたプローブＰは、鉗子チャネル内へと没入してゆく。
そして、プローブＰの先端面が、鉗子孔１３の位置と一
致すると、センサＨ１は、着磁体ＰＭを検知して信号を
出力する。
【００５９】すると、システムコントローラ２１は、信
号線Ｈ２を介してこの信号を受信し、プローブＰの先端
面が洗浄に適した位置に達したことを認識する。そし
て、システムコントローラ２１は、図１に示された各後
段信号処理部２８Ｒ，２８Ｇ，２８Ｂを制御して、各メ
モリ２７Ｒ，２７Ｇ，２７Ｂから読み出された画像デー
タに「洗浄位置」を示す信号を含ませて、出力させる。
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すると、図６に示されるように、モニタ４には、「洗浄
位置」のコンポーネント４３が、表示される。
【００６０】このコンポーネント４３を見て、術者は、
プローブＰの先端が洗浄に適した位置に達したことを認
識し、プローブＰをその状態で保持しておく。この状態
で、術者がスイッチＳＷを操作すると、システムコント
ローラ２１は、洗浄を開始する。即ち、システムコント
ローラ２１は、バルブＷ３を開放状態に設定するととも
に、各後段信号処理部２８Ｒ，２８Ｇ，２８Ｂを制御し
て、「洗浄中」を示す信号を、画像信号に含ませる。す
ると、洗浄用突起Ｎのノズルから水が噴出するととも
に、モニタ４には、「洗浄中」のコンポーネント４４が
表示される。この表示を見て、術者は、洗浄用突起Ｎの
ノズルから噴出した水がプローブＰの先端を洗浄してい
ることを、知ることができる。
【００６１】この状態で、所望の時間が経過した後、術
者が、再度、スイッチＳＷを操作すると、システムコン
トローラ２１は、洗浄を終了する。即ち、システムコン
トローラ２１は、バルブＷ３を閉鎖状態に復帰させると
ともに、各後段信号処理部２８Ｒ，２８Ｇ，２８Ｂを制
御して、「洗浄中」のコンポーネント４４の表示を解除
する。
【００６２】その後、術者は、プローブＰの先端を内視
鏡１から突出させて、新たな部位に対する診断を行う。
なお、プローブＰが突出すると、センサＨ１は、着磁体
ＰＭを検知できなくなる。すると、システムコントロー
ラ２１は、プローブＰの先端が洗浄に適した位置から離
脱したと判断し、各後段信号処理部２８Ｒ，２８Ｇ，２
８Ｂを制御して、「洗浄位置」のコンポーネント４３の
表示を解除する。上記の洗浄処理により、プローブＰの
先端に付着していた物質は除去され、このプローブＰの
先端は清浄な状態となる。従って、励起光の照射及び検
出光の入射は、設計者が想定した所望の状態でなされる
故に、正確な診断用情報が得られる。
【００６３】なお、上記説明では、洗浄処理は、術者の
指示に基づいてなされている。しかし、システムコント
ローラ２１は、プローブＰが洗浄に適した位置に保持さ
れた場合に自動的に洗浄処理を実行するように、設定さ
れていてもよい。
【００６４】具体的には、センサＨ１が着磁体ＰＭを検
出した場合に、システムコントローラ２１は、各後段信
号処理部２８Ｒ，２８Ｇ，２８Ｂを制御して、各メモリ
２７Ｒ，２７Ｇ，２７Ｂから読み出された画像データに
「洗浄位置」を示す信号及び「洗浄中」を示す信号を含
ませて、出力させる。すると、モニタ４には、「洗浄位
置」のコンポーネント４３，及び「洗浄中」のコンポー
ネント４４が、夫々表示される。
【００６５】同時に、システムコントローラ２１は、バ
ルブＷ３を開放状態に設定することにより、洗浄用突起
Ｎのノズルから水を噴出させて、プローブＰの先端面に
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対する洗浄を開始する。そして、システムコントローラ
２１は、バルブＷ３を、所定時間だけ開放状態に設定し
た後に、閉鎖状態へ復帰させることにより、洗浄を終了
する。洗浄が終了すると同時に、システムコントローラ
２１は、各後段信号処理部２８Ｒ，２８Ｇ，２８Ｂを制
御して、「洗浄中」のコンポーネント４４の表示を解除
する。なお、センサＨ１が着磁体ＰＭを検出している間
は、「洗浄位置」のコンポーネント４３は、モニタ４に
表示されている。但し、プローブＰが移動してセンサＨ
１が着磁体ＰＭを検出できなくなれば、「洗浄位置」の
コンポーネント４３の表示も、解除される。
【００６６】
【発明の効果】以上のように構成された本発明の内視鏡
は、挿通チャネルに挿通されて利用される挿通体を、洗
浄することができる。この洗浄がなされることにより、
挿通体は、清浄な状態となる。
【００６７】さらに、本発明の蛍光診断用システムは、
内視鏡の挿通チャネルに挿通されて利用されるプローブ
を、洗浄することができる。この洗浄がなされることに
より、プローブは、清浄な状態となる故に、被検体に対
する正確な分析がなされる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の一実施形態の蛍光診断用システムを
模式的に示す概略構成図
【図２】  プローブの構成を示す模式図
【図３】  プローブにおける複合部の横断面図
【図４】  診断用補助装置を模式的に示す構成図
【図５】  内視鏡の先端付近の構成を示す拡大図
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【図６】  モニタの画面例を示す模式図
【符号の説明】
１      電子内視鏡
１１    配光レンズ
１２    対物レンズ
１５    ライトガイド
１６    撮像素子
２      光源プロセッサ装置
２１    システムコントローラ
２２    タイミングジェネレータ
２３    白色光源
２４    集光レンズ
２５    ホイール
２６    前段処理部
２７Ｒ，２７Ｇ，２７Ｂ  メモリ
２８Ｒ，２８Ｇ，２８Ｂ  後段処理部
３      診断用補助装置
３１    励起光源
３９    演算器
Ｄａ，Ｄｂ  検出器
Ｐ      プローブ
Ｆ１    第１の光ファイバ
Ｆ２    第２の光ファイバ
ＰＭ    着磁体
Ｈ１    センサ
Ｎ      洗浄用突起
４      モニタ
４３，４４  コンポーネント

【図１】 【図５】
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【図４】
【図６】
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